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1 .序論

微生物の堵養液においてミリメートノレオーダーの集団パターンが形

成されることはしばしば認められる。これは生物対流と呼ばれる流捧

パターンであり、微生物の走性に起因しているつつまり、走化性や走

地性、走光性により微生物が上舟きの泳ぎを誘起されると、水面に微

生物の綿抱密度の高い層が形成され、密度不安定性による秩序パター

ンが形成される向。

これまでに筆者ら辻、走光性を示す微生物であるミドリムシの培養

液に下から5齢、光を照射することにより、特徴的な生物対流パターン、

すなわち局在化したパターンが形成されることを見出してきた。局在

化の機構については結論が出ていないが、負の走光性による垂査方向

(上向き)の遊泳に加えて、水平方向の走光性が重要な役割をしてい

ると考えられる。つまり、局所的な細組密度に応じた水平方向の光強

度勾配が局在対流パターンの原因であると考えられる。ここで辻、局

在化した生物対流ノミターンの光強度抜存性について報告する。

2. 実験操作

ミドリムシ (Euglenagracilis; wild-ちrpe，strain Z)はHYPONeX(N-P圃K:

6.5・6・19)溶液(1g/L)で培養した。 はじめに遠心機を用いて高密度溶液を作

成し、それを希釈することで 1x 106 cells mL -1の諮液を調製した。調製した溶

液は特製の密封容器に封入した。容器は 2枚のスライドガラスで厚さ 2mm 

のシリコンシートを挟んで圧着したものである。シりコンシートには直径 40

mmの円形の穴が開いており、そこに培養液を注いで密封試料とした。

試料をフラットパネルライト (3000lx) の上に設置し、対流パター

ンを試料の上方からデジタルカメラで撮影したG 光量は NDフィルム

(Fuji film) をライトと試料の関に挟んで調整した。

-91-



研究会報告

3. 結果と考察

光強度を変えて生物対流の発生を観察したところ、光強度が 300lx 

のときは生物対流が発生せず、 1200，2000，30001xで、は局在化パターン

が形成された(Fig.1)。弱い光で生物対流が発生しなかったのは、負の

走光性が十分に誘起されず、密度不安定化が起こらなかったためであ

ると考えられる。

高在化生物対流パターンは細胞密度の高いスポットで形成されてい

る。各々のスポットでは下降流が形成されているために細胞密度が高

くなり、上から見たときに色が濃く見える G この対流ノミターンの特性

波長をスポット聞の平均距離で評価し、その経時変化を各々の光強度

についてプロットした (Fig.2)。光強度が弱いiまど過渡な平均距離の増

減が顕著にみられ、局在パターンの安定性が抵いことが解る。ここで

光照射開始より 60分後の平均距離を比較すると、光強度が強いほど平

均距離が短くなる傾向が認められる。これは、光強度が強いほど、各々

の微生物が作る光強度勾配が大きくなるために、水平方向の走光性の

影響が大きくなっているためであると考えられる。

参考文献

[1] J. Fluid Mech. 69 (1975) 591. 

Fig.l 光照射後60分における

スナップショット。
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Fig. 2 各々の光強度における

スポット関距離の経時変化。
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